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ご使用の前に必ずお読みください

このたびは、ＴＳＣ－２００をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

ＴＳＣ－２００をお使いの際は、この取扱説明書をよくお読みいただき、本機の性能を
十分発揮していただくと共に、末永くご愛用くださいますようお願い申しあげます。

安全上のご注意
この項に示した記載事項は、使用されるお客様(使用者)および周囲の人や財産への
危害を未然に防ぎ、製品を安全に正しくお使いいただくために、守っていただきたい
事項です。製品をお使いになる前に、かならずお読みください。

警告・危険
下記の記載事項は、これを無視して誤った取扱いをすると「使用者および周囲の人が
死亡または重傷を負う可能性が想定される内容」を示しています。

・万一、煙が出ている、異臭がする等の異常状態のままで使用しないでください。

そのまま使用すると、火災、感電、故障の原因になります。
すぐに電源を切り、接続している電源ケーブルを外してください。

・指定以外の電源は使用しないでください。
火災、感電、故障の原因になります。

・ガス管や配電盤に接地しないでください。
火災、感電、故障の原因になります。
(ＴＳＣ－２００には接地用端子はありません。)

・この製品を、分解、改造しないでください。
火災、感電、故障の原因になります。

・製品の中に、金属物や液体を入れないでください。
火災、感電、故障の原因になります。

・雷が鳴り出したら、安全のために電源スイッチを切り、本機に接続されている無線機
や受信機からの接続ケーブルを外してください。
無線機や受信機のアンテナには触らないでください。
落雷によって、火災、感電、故障の原因になります。

・直射日光のあたる場所やエアコンの吹き出し口など温度変化の激しい場所に
放置しないでください。
変形、変色、火災、故障の原因になることがあります。

・テレビやラジオなどのすぐ近くで使用しないでください。
電波障害を受けたり、雑音が発生することがあります。

・製品を落としたり、強い衝撃を与えないでください。
けが、故障の原因になることがあります。
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・ぐらついた台や傾いたところ、振動の多い場所には設置しないでください。
落ちたり、倒れたりして、けが、故障の原因になることがあります。

・電源ケーブルのヒューズが切れた場合は、
お買いあげの販売店、または弊社サービス課に連絡してください。

・自動車などの機械類の運転をしながらの使用はしないでください。

・イヤホンやヘッドホンを使用する時は、過大音量に十分に注意してください。

その他取扱い上のご注意

＜設置・使用上のご注意＞
本機が動作中は、ケースが温かくなりますが異常ではありません。
本機は、電子部品を多数使用しております。湿気、直射日光、湯気、油煙などの
極端に当たる場所および、不安定な場所での使用、設置は避けてください。

また、揮発性のスプレーなどをかけたりしないでください。
清掃する場合は、柔らかい布で汚れを拭いてください。
汚れがひどいときは水で薄めた中性洗剤を少し含ませて拭いてください。

＜配線について＞
本機は、アナログ回路・デジタル回路を併用して動作しておりますので、
必要以上に接続ケーブルなどを延ばすと、外来ノイズなどを拾って誤動作の原因に
なる場合があります。配線については注意してください。

＜他社製品との接続について＞
本機と接続する他社製品(モニターテレビ、ビデオカメラなど)につきましては、
誤接続などにより故障が発生しても弊社では責任を負いかねます。

また、正常に使用されていても、特定周波数において本機の内部クロックの高調波
による受信障害など、不具合が発生しても幣社では責任を負えません。

＜リチウム電池について＞
本機内部の電池ホルダにセットされているリチウム電池(ＣＲ２０３２)は、本機の
電源をオフにしている時間の合計が１年、または使用期間３年をめどに交換して
ください。長時間放置しますと液もれを起こす場合があります。

＜画像内容の補償はできません＞
本機の使用中、万一の不具合により撮像や受信などができなかった場合の画像内容
の補償については、ご容赦ください。

＜著作権について＞

あなたが、テレビ放送、ビデオテープなどの録画物から撮像した画像は、
個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に無断で使用できません。
あなたが、実演、興行、展示物などを撮影したものは、
個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に無断で使用できません。
また、実演、興行、展示物などのうちには、個人として楽しむなどの目的の撮影
であっても、主催者(責任者)が、会場等の管理権に基づき撮影を制限している
場合がありますのでご注意ください。
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本機の特長

●ＫＥＮＷＯＯＤ社「ＶＣ－Ｈ１」の高速モードを含め、９種類のＳＳＴＶモードが

運用できます

●ＳＳＴＶモード表示機能を有し、受信したモードが簡単にわかります

●最大２４画面分の映像メモリを搭載

●８画面分の映像を１画面に分割して表示するサムネイル機能を装備

●リチウム電池による映像メモリと各種設定値のバックアップ

●マイクインターフェイス(メタル８ピンコネクタ)を装備、内部ジャンパー設定により、
ＭＩＣコネクタ(メタル８ピン)を装備しているほとんどの固定無線機に接続可能

●ハンディ無線機インターフェイスを装備、内部ジャンパー設定により、
各社のハンディ無線機に対応可能

●内蔵スピーカを搭載し、無線機のＳＰ端子を使った運用が容易

●「自分のコールサイン」の自動挿入機能をサポート

●「相手コールサイン」、「ＲＳＶレポート」が設定でき、スムーズな運用が可能

●連続受信が可能で、最新の２４画面分を確保できます

●コンピュータと接続しての運用も可能

（「ＴＳＣコントロールソフト」と「ＣＯＭケーブル」が別途必要です。）
コントロールソフトの基本的な操作内容

・画像の取り込み／保存／呼出し
・送信及び受信の制御
・ダイレクト受信 機能
・タイトルテロップ機能（画像に文字の書き込み）
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付属品を確かめる

お買い求めいただいたＴＳＣ－２００には、以下の物が同梱されています。

お使いになる前にかならず内容をお確かめください。

内容品 数量

ＴＳＣ－２００本体 １

ＤＣ赤黒電源ケーブル(ヒューズ付き) １

ビデオケーブル(両端ビデオプラグ付き) １

φ３.５モノラルケーブル(両端φ３.５プラグ付き) １

マイクケーブル(両端メタル８ピンプラグ付き) １

メタル８ピンプラグ １

ハンディケーブル(両端2.5φ／3.5φｽﾃﾚｵﾌﾟﾗｸﾞ付き) １

取扱説明書(この冊子) １

アンケートハガキ兼保証書 １
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各部の名称とはたらき

前面パネル

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
(１) (２) (３) (５) (８) (11)

(４) (６) (９)
(７) (10)

番号 名称 はたらき
(１) ＰＯＷＥＲスイッチ 本機への電源供給をオン／オフするスイッチ

です
(２) ＳＴＡＴＵＳランプ 本機の状態、モード番号、メモリ番号を表示

するランプです
(３) ▲スイッチ ＳＳＴＶモードの選択、メモリ番号の選択など

をおこなうスイッチです
(４) ▼スイッチ ＳＳＴＶモードの選択、メモリ番号の選択など

をおこなうスイッチです
(５) ＳＡＶＥスイッチ 受信画像、撮影取込み画像を一時記憶させる

スイッチです
(６) ＳＴＯＲスイッチ 一時記憶させた画像をメモリに書き込む際に

使用するスイッチです
(７) ＲＣＡＬスイッチ メモリに記憶してある画像を読み出す際に

使用するスイッチです
(８) ＴＸスイッチ ＳＳＴＶ送信をおこなうスイッチです

(９) ＲＸスイッチ ＳＳＴＶ強制受信、ＳＳＴＶ送信解除を
おこなうスイッチです

(10) ＡＣＱスイッチ 生映像撮影、生映像取り込みを
おこなうスイッチです

(11) ＭＩＣ－Ｆコネクタ マイクロフォンを接続するコネクタです

B U S Y

▲

▼

S A V E

S T O R

R C A L

T X

R X

A C Q

M EM O R Y F U N C T I O N M I C - F

POWER

S T A T U S M O D E

( P A G E )

9  FAST
8  M-2

7  M-1
6  A-94
5  A-90
4  S-2
3  S-1
2  R-72

1  R-36
 MODE  

C o l o r  S c a n  C o n v e r t e r

m o d e l  T SC - 2 0 0

Te le re ade r . .
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後面パネル

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
(１) (２) (３) (４)(５) (６) (７) (８) (９) (10) (11)

番号 名称 はたらき
(１) ＭＩＣ－Ｒコネクタ 固定無線機と接続してＳＳＴＶ送受信を

おこなうためのコネクタです
(２) ＳＰ ＩＮジャック 固定無線機の外部スピーカ端子と接続して

受信信号を本機へ入力するジャックです

(３) ＳＰ ＯＵＴジャック 外部スピーカを接続するジャックです
ＳＰＩＮジャックと内部で接続されています

(４) ＨＡＮＤＹ１ジャック ハンディ無線機と接続してＳＳＴＶ送受信
をおこなうためのジャックです

(５) ＨＡＮＤＹ２ジャック ハンディ無線機と接続してＳＳＴＶ送受信
をおこなうためのジャックです

(６) ＡＦＯＵＴボリューム 無線機へ送信するＳＳＴＶ信号出力のレベル
を調整するボリュームです

(７) ＶＩＤＥＯ ＩＮ 外部入力機器(ビデオカメラ等)からの
ジャック ビデオ信号(ＮＴＳＣ)を入力するジャックです

(８) ＶＩＤＥＯ ＯＵＴ 画像表示機器(モニターテレビ等)へ
ジャック ビデオ信号(ＮＴＳＣ)を出力するジャックです

(９) ＣＯＭコネクタ コンピュータ(パソコン)と接続して

通信をおこなうためのコネクタです
(10) ＭＯＮＩボリューム 内蔵スピーカの音量を調整するボリュームです

(11) ＤＣ１２Ｖジャック 電源を供給するためのジャックです

A F O U T C O M - @ +

D C 1 2 V

M I C - R

O U TI N

S P

V R

V I D E O

V R

M O N I

1 2

H A N D Y

O U TI N
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内部ジャンパーピン

ＴＳＣ－２００の内部配置は以下のようになっており、
用途にあわせて切り替えをおこなうための、ジャンパーピン設定ポイントがあります。
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各ジャンパーピンのはたらきと初期設定値は下表のとおりです。

番号 名称 はたらき

(１) ＩＮ－ＬＶＬ 無線機からの入力信号レベルを切り替えます
●オープン：入力信号を－１０ｄＢ減衰
○ショート：入力信号を－ １ｄＢ減衰
※無線機のデータ端子やハンディ無線機などを

使用されていて、無線機の出力信号レベルが
小さい場合は、ショートに設定してください

(２) ＯＵＴ－ＬＶＬ 無線機への出力信号レベルを切り替えます
●オープン：後面パネルのＡＦＯＵＴ－ＶＲに

連動した出力レベル
○ショート：２Ｖｐ－ｐ固定出力

(３) ＵＰ＋９ＤＢ 無線機への出力信号レベルをアップさせます
●オープン：通常レベル
○ショート：＋９ｄＢアップ

※(２)の「ＯＵＴ－ＬＶＬ」がオープン時有効
(４) ＲＥＰＥＡＴ リピート動作の選択

●オープン：通常動作
○ショート：リピート動作

(５) ＢＡＴＴＣＨＫ メモリバックアップ
○オープン：メモリバックアップなし
●ショート：メモリバックアップあり
※必ずショートでご使用ください

(６) ＪＰＳ１～６ ハンディ無線機の選択
●アイコム／スタンダード／ヤエス社選択
※「無線機をつなぐ(ハンディ無線機の場合)」

の項を参照してください

(７) ＭＩＣ－Ｒ①～⑧ 固定無線機の接続設定
●ヤエス社選択
※「無線機をつなぐ(ＭＩＣコネクタの場合)」、

「無線機をつなぐ(データ端子の場合)」
の項を参照してください

(８) ＭＩＣ－Ｆ①～⑧ マイクロフォンの接続設定
●ヤエス社選択
※「無線機をつなぐ(ＭＩＣコネクタの場合)」、

「無線機をつなぐ(データ端子の場合)」
の項を参照してください

●は、初期設定値
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電源をつなぐ

ＴＳＣ－２００と直流安定化電源を接続します。

なお、接続するときはすべての機器の電源を切ってからおこなってください。
電源の接続には付属の「ＤＣ赤黒電源ケーブル」を使用します。

１．「ＤＣ赤黒電源ケーブル」の
・赤ケーブルを直流電源の＋(プラス)側、
・黒ケーブルを直流電源の－(マイナス)側、

にそれぞれ接続します。

２．「ＤＣ赤黒電源ケーブル」のＤＣプラグを
ＴＳＣ－２００後面パネルの「ＤＣ１２Ｖ」ジャックに接続します。
ＤＣプラグは、内側が＋(プラス極)、外側が－(マイナス極)になっています。

(注意)：直流安定化電源は、１２Ｖ／１Ａ以上の容量のあるものをご使用ください。

安定化されていない電源や、リップルが多い電源を使用しますと、
画質劣化やハム音の発生、ノイズ発生などのトラブルの原因になります。
安定化された直流電源を使用してください。
なお、直流安定化電源を他の機器と共用する場合は、電源の電流容量に注意
してください。
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モニターテレビをつなぐ

ＴＳＣ－２００とモニターテレビを接続します。

モニターテレビの接続には付属の「ビデオケーブル」を使用します。

１．「ビデオケーブル」の片方のプラグを、
モニターテレビの「映像入力端子」に接続します。

２．「ビデオケーブル」のもう一方のプラグを、
ＴＳＣ－２００後面パネルの「ＶＩＤＥＯ ＯＵＴ」ジャックに接続します。

(注意)：ＲＦ端子やＳ端子のみのモニターテレビは使用できません。



- 12 -

無線機をつなぐ（ＭＩＣコネクタの場合）

ＴＳＣ－２００と固定無線機およびマイクロフォンを接続します。

ＴＳＣ－２００と接続できる固定無線機は、ＭＩＣコネクタ(メタル８ピン)
インターフェイスを装備している無線機です。
付属の「マイクケーブル」と「両端φ３．５モノラルプラグケーブル」を使用します。

(注意)：ＳＳＴＶモードの９番(高速ＦＭモード)だけは、
無線機側に９６００ｂｐｓ対応のデータ端子が装備されているものでなければ
ご使用できません。９６００ｂｐｓ対応データ端子との接続については、

「無線機をつなぐ(データ端子の場合)」の項を参照してください。

１．「マイクケーブル」の片方を、
固定無線機の「ＭＩＣコネクタ(メタル８ピン)」に接続します。

２．「マイクケーブル」のもう一方を、
ＴＳＣ－２００後面パネルの「ＭＩＣ－Ｒ」コネクタに接続します。

３．「両端φ３．５モノラルプラグケーブル」の片方を、
固定無線機の「外部スピーカ出力(ＥＸＴ ＳＰ)」ジャックに接続します。

４．「両端φ３．５モノラルプラグケーブル」のもう一方を、
ＴＳＣ－２００後面パネルの「ＳＰ ＩＮ」ジャックに接続します。

５．ご使用のマイクロフォンを、
ＴＳＣ－２００前面パネルの「ＭＩＣ－Ｆ」コネクタに接続します。
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本機は、内部ジャンパーピン(ＭＩＣ－Ｒ①～⑧、ＭＩＣ－Ｆ①～⑧)を切り替える
ことにより、ＭＩＣコネクタ(メタル８ピン)を装備しているほとんどの固定無線機
およびマイクロフォンでお使いになれます。

・ジャンパーピンのＭＩＣ－Ｒ①～⑧は、固定無線機との接続設定用です。
・ジャンパーピンのＭＩＣ－Ｆ①～⑧は、マイクロフォンとの接続設定用です。

内部ジャンパーピン(ＭＩＣ－Ｒ①～⑧、ＭＩＣ－Ｆ①～⑧)の初期設定は、
「ヤエス社８Ｐ」に設定されています。
使用される固定無線機が該当しない場合は、ＭＩＣコネクタ仕様とマイクロフォンの
仕様に合わせて設定をおこなう必要があります。

次ページ以降の各社無線機のジャンパーピン設定を参考にして、使用する無線機の
ＭＩＣコネクタ仕様とマイクロフォンの仕様をよく理解した上で設定を行ってください。
まちがえた設定でご使用いただいた場合の不具合については、弊社では責任を負いかね
ます。

(注意)：固定無線機で運用される場合は、ハンディ無線機とＴＳＣ－２００を接続して
いるケーブルはすべて外してください。

：無線機とマイクロフォンの設定を他社間で設定をした場合、個々のハード的な
違いにより、働かない機能がある場合があります。(特にＵｐ／Ｄｏｗｎなど)

：また、コンデンサーマイクを想定した無線機に、ダイナミックマイクロフォンを
接続した場合など、使用できない場合がありますのでご注意ください。

＜マイクロフォンの動作＞

ＴＳＣ－２００の状態により、マイクロフォンの動作は下表のとおりとなります。

ＴＳＣ－２００の状態 マイクロフォンの動作

電源オフ 通常のとおりマイクロフォンが働きます。

電源オンで、送信していない 通常のとおりマイクロフォンが働きます。

電源オンで、送信中 送信終了まで、マイクロフォンは働きません。

電源オンで、マイクロフォン ＴＳＣ－２００の送信が優先され、
送話中に、送信にしたとき 送信終了まで、マイクロフォンは働きません。
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ヤエス８Ｐの場合「初期設定」

無線機ＭＩＣコネクタ仕様(入出力は無線機側からみた場合です)
１番：ＵＰ ･････････････････････ アップ入力
２番：ＵＤ－Ｇ ･････････････････ アップ／ダウングランド
３番：ＤＯＷＮ ･････････････････ ダウン入力
４番：－－－
５番：－－－
６番：ＰＴＴ ･･･････････････････ ＰＴＴ入力
７番：ＭＩＣ－Ｇ、ＰＴＴ－Ｇ ･･･ マイクグランド、ＰＴＴグランド
８番：ＭＩＣ ･･･････････････････ マイク入力

ＴＳＣ－２００内部ジャンパーピン(ＭＩＣ－Ｒ①～⑧、ＭＩＣ－Ｆ①～⑧)の設定

ＭＩＣ－Ｒ

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
MIC ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● MIC

MIC-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ MIC-G
PTT ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ PTT

PTT-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ PTT-G
UP ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ UP

DOWN ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ DOWN
UD-G ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ UD-G
EAR ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ EAR
SQL ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ SQL

+DCV ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ +DCV

GND ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ GND
OPEN ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ OPEN

MIC ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● MIC
MIC-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ MIC-G

PTT ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ PTT
PTT-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ PTT-G

UP ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ UP
DOWN ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ DOWN
UD-G ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ UD-G
EAR ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ EAR
SQL ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ SQL

+DCV ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ +DCV
GND ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ GND

OPEN ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ OPEN
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

ＭＩＣ－Ｆ
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アイコム８Ｐの場合

無線機ＭＩＣコネクタ仕様(入出力は無線機側からみた場合です)

１番：ＭＩＣ ･････････････････ マイク入力
２番：＋ＤＣＶ ･･･････････････ ＤＣ給電＋出力
３番：ＵＰ、ＤＯＷＮ ･････････ アップ入力、ダウン入力
４番：－－－
５番：ＰＴＴ ･････････････････ ＰＴＴ入力
６番：ＰＴＴ－Ｇ、ＵＤ－Ｇ ･･･ ＰＴＴグランド、アップ／ダウングランド
７番：ＭＩＣ－Ｇ ･････････････ マイクグランド
８番：－－－

ＴＳＣ－２００内部ジャンパーピン(ＭＩＣ－Ｒ①～⑧、ＭＩＣ－Ｆ①～⑧)の設定

ＭＩＣ－Ｒ

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
MIC ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ MIC

MIC-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ MIC-G
PTT ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ PTT

PTT-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ PTT-G
UP ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ UP

DOWN ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ DOWN
UD-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ UD-G
EAR ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ EAR
SQL ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ SQL

+DCV ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ +DCV
GND ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ GND

OPEN ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ OPEN

MIC ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ MIC
MIC-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ MIC-G

PTT ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ PTT
PTT-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ PTT-G

UP ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ UP
DOWN ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ DOWN
UD-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ UD-G
EAR ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ EAR

SQL ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ SQL
+DCV ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ +DCV
GND ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ GND

OPEN ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ OPEN
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

ＭＩＣ－Ｆ
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ケンウッド８Ｐの場合

無線機ＭＩＣコネクタ仕様(入出力は無線機側からみた場合です)

１番：ＭＩＣ ･････････････････ マイク入力
２番：ＰＴＴ ･････････････････ ＰＴＴ入力
３番：ＤＯＷＮ ･･･････････････ ダウン入力
４番：ＵＰ ･･･････････････････ アップ入力
５番：＋ＤＣＶ ･･･････････････ ＤＣ給電＋出力
６番：－－－
７番：ＭＩＣ－Ｇ ･････････････ マイクグランド
８番：ＰＴＴ－Ｇ、ＵＤ－Ｇ ･･･ ＰＴＴグランド、アップ／ダウングランド

ＴＳＣ－２００内部ジャンパーピン(ＭＩＣ－Ｒ①～⑧、ＭＩＣ－Ｆ①～⑧)の設定

ＭＩＣ－Ｒ

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
MIC ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ MIC

MIC-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ MIC-G
PTT ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ PTT

PTT-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● PTT-G
UP ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ UP

DOWN ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ DOWN
UD-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● UD-G
EAR ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ EAR
SQL ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ SQL

+DCV ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ +DCV
GND ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ GND

OPEN ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ OPEN

MIC ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ MIC
MIC-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ MIC-G

PTT ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ PTT
PTT-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● PTT-G

UP ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ UP
DOWN ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ DOWN
UD-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● UD-G
EAR ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ EAR

SQL ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ SQL
+DCV ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ +DCV
GND ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ GND

OPEN ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ OPEN
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

ＭＩＣ－Ｆ
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スタンダード８Ｐの場合

無線機ＭＩＣコネクタ仕様(入出力は無線機側からみた場合です)

１番：ＭＩＣ ･･･････････････････ マイク入力
２番：ＰＴＴ ･･･････････････････ ＰＴＴ入力
３番：－－－
４番：ＵＤ－Ｇ ･････････････････ アップ／ダウングランド
５番：ＵＰ ･････････････････････ アップ入力
６番：ＤＯＷＮ ･････････････････ ダウン入力
７番：－－－
８番：ＭＩＣ－Ｇ、ＰＴＴ－Ｇ ･･･ マイクグランド、ＰＴＴグランド

ＴＳＣ－２００内部ジャンパーピン(ＭＩＣ－Ｒ①～⑧、ＭＩＣ－Ｆ①～⑧)の設定

ＭＩＣ－Ｒ

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
MIC ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ MIC

MIC-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● MIC-G
PTT ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ PTT

PTT-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● PTT-G
UP ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ UP

DOWN ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ DOWN
UD-G ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ UD-G
EAR ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ EAR
SQL ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ SQL

+DCV ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ +DCV
GND ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ GND

OPEN ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ OPEN

MIC ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ MIC
MIC-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● MIC-G

PTT ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ PTT
PTT-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● PTT-G

UP ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ UP
DOWN ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ DOWN
UD-G ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ UD-G
EAR ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ EAR

SQL ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ SQL
+DCV ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ +DCV
GND ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ GND

OPEN ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ OPEN
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

ＭＩＣ－Ｆ
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アルインコ８Ｐの場合

無線機ＭＩＣコネクタ仕様(入出力は無線機側からみた場合です)

１番：ＭＩＣ ･････････････････ マイク入力
２番：ＰＴＴ ･････････････････ ＰＴＴ入力
３番：ＤＯＷＮ ･･･････････････ ダウン入力
４番：ＵＰ ･･･････････････････ アップ入力
５番：＋ＤＣＶ ･･･････････････ ＤＣ給電＋出力
６番：－－－
７番：ＭＩＣ－Ｇ ･････････････ マイクグランド
８番：ＰＴＴ－Ｇ、ＵＤ－Ｇ ･･･ ＰＴＴグランド、アップ／ダウングランド

ＴＳＣ－２００内部ジャンパーピン(ＭＩＣ－Ｒ①～⑧、ＭＩＣ－Ｆ①～⑧)の設定

ＭＩＣ－Ｒ

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
MIC ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ MIC

MIC-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ MIC-G
PTT ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ PTT

PTT-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● PTT-G
UP ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ UP

DOWN ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ DOWN
UD-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● UD-G
EAR ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ EAR
SQL ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ SQL

+DCV ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ +DCV
GND ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ GND

OPEN ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ OPEN

MIC ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ MIC
MIC-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ MIC-G

PTT ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ PTT
PTT-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● PTT-G

UP ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ UP
DOWN ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ DOWN
UD-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● UD-G
EAR ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ EAR

SQL ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ SQL
+DCV ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ +DCV
GND ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ GND

OPEN ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ OPEN
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

ＭＩＣ－Ｆ
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無線機をつなぐ（データ端子の場合）

ＳＳＴＶモードの９番(高速ＦＭモード)で運用される場合は、

９６００ｂｐｓ対応データ端子が装備されている無線機でなければご使用できません。
ＴＳＣ－２００と無線機の９６００ｂｐｓ対応データ端子を接続する場合は、
お使いになる無線機にあわせて接続ケーブルを作成する必要がありますので、
付属の「メタル８ピンプラグ」を使用して接続ケーブルを作成してください。
無線機側コネクタは、無線機のデータ端子に合うプラグを用意してください。

１．ケーブルを作成します。

無線機側に必要な信号線は以下のとおりです。
なお、接続はシールド線を使用し、なるべく短くしてください。

・データ入力 ･････ 送信信号を入力する端子
・ＰＴＴ入力 ･････ 無線機を送信状態にする端子
・データ出力 ･････ 受信信号を出力する端子

・信号ＧＮＤ ･････ 信号グランド(データ入力、ＰＴＴ入力、データ出力)
・ＦＧ ･････ 無線機のケースグランド

無線機側の信号グランドが分離されている場合の接続

＜メタル８ピンプラグ側＞ ＜データ端子プラグ側＞

１番ピン ＭＩＣ データ入力
２番ピン ＭＩＣ－Ｇ データ入力－ＧＮＤ
３番ピン ＰＴＴ ＰＴＴ入力
４番ピン ＰＴＴ－Ｇ ＰＴＴ入力－ＧＮＤ
５番ピン ＥＡＲ データ出力

６番ピン ＧＮＤ データ出力－ＧＮＤ
７番ピン
８番ピン
フレーム ＦＧ ＦＧ

無線機側の信号グランドが共通の場合の接続

＜メタル８ピンプラグ側＞ ＜データ端子プラグ側＞

１番ピン ＭＩＣ データ入力
２番ピン ＭＩＣ－Ｇ
３番ピン ＰＴＴ ＰＴＴ入力
４番ピン ＰＴＴ－Ｇ

５番ピン ＥＡＲ データ出力
６番ピン ＧＮＤ 信号ＧＮＤ
７番ピン
８番ピン
フレーム ＦＧ ＦＧ
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２．作成したケーブルで、ＴＳＣ－２００と無線機データ端子を接続します。

下記のように、ケーブルのメタル８ピンプラグを、

ＴＳＣ－２００の後面パネルの「ＭＩＣ－Ｒ」コネクタに接続し、
データ端子プラグを、無線機のデータ端子コネクタに接続します。

(注意)：無線機のデータ端子を使用する場合、
本機の前面パネルの「ＭＩＣ－Ｆ」コネクタに接続されている
マイクロフォンは外してください。また、ハンディ無線機との
接続ケーブルも外してください。

３．ＴＳＣ－２００内部ジャンパーピンの設定をおこないます。

ＴＳＣ－２００内部ジャンパーピン(ＭＩＣ－Ｒ①～⑧)の設定を以下のように
設定します。

ＭＩＣ－Ｒ

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
MIC ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ MIC

MIC-G ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ MIC-G
PTT ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ PTT

PTT-G ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ ○○ PTT-G
UP ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ UP

DOWN ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ DOWN
UD-G ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ UD-G
EAR ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ ○○ EAR
SQL ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ SQL

+DCV ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ +DCV
GND ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ○○ ○○ GND

OPEN ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ●● ●● OPEN
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無線機をつなぐ（ハンディ機の場合）

ＴＳＣ－２００とハンディ無線機を接続します。

ハンディ無線機を使用してＳＳＴＶ運用をおこなう場合にこの接続が必要です。
ハンディ無線機の接続には、付属の「ハンディケーブル」を使用します。
「ハンディケーブル」は、両端φ３．５ステレオプラグケーブルと
両端φ２．５ステレオプラグケーブルが一体になっているケーブルです。

１．「ハンディケーブル」の片方を、
ハンディ無線機の「ＭＩＣ／ＰＴＴ」、「ＳＰ」ジャックに接続します。

２．「ハンディケーブル」のもう一方を、
ＴＳＣ－２００後面パネルの「ＨＡＮＤＹ１」、「ＨＡＮＤＹ２」ジャックに
接続します。
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ＴＳＣ－２００の「ＨＡＮＤＹ１／２」は、
内部ジャンパーピン(ＪＰＳ１～６)を切り替えることにより、
ほとんどのハンディ無線機でお使いになれます。

アイコム、スタンダード、ヤエス社の場合(初期設定)

ＪＰＳ１：２－３
ＪＰＳ２：１－２ JPS6 JPS4 JPS2
ＪＰＳ３：ＮＣ ● ○ ○ ○ ● ○ 1
ＪＰＳ４：２－３ ● ○ ● ○ ● ● 2
ＪＰＳ５：ＮＣ ○ ○ ● ○ ○ ● 3
ＪＰＳ６：１－２ JPS5 JPS3 JPS1

上記初期設定で変調が浅い場合

ＪＰＳ１：１－２
ＪＰＳ２：１－２ JPS6 JPS4 JPS2
ＪＰＳ３：ＮＣ ● ○ ○ ○ ● ● 1
ＪＰＳ４：２－３ ● ○ ● ○ ● ● 2
ＪＰＳ５：ＮＣ ○ ○ ● ○ ○ ○ 3
ＪＰＳ６：１－２ JPS5 JPS3 JPS1

ケンウッド社の場合

ＪＰＳ１：ＮＣ
ＪＰＳ２：２－３ JPS6 JPS4 JPS2

ＪＰＳ３：ＮＣ ○ ● ● ○ ○ ○ 1
ＪＰＳ４：１－２ ○ ● ● ○ ● ○ 2
ＪＰＳ５：１－２ ○ ○ ○ ○ ● ○ 3
ＪＰＳ６：ＮＣ JPS5 JPS3 JPS1

アイコム社ＩＣ－Ｗ２／Ｘ２、ＩＣ－２ＳＲ／３ＳＲの場合

ＪＰＳ１：１－２
ＪＰＳ２：ＮＣ JPS6 JPS4 JPS2
ＪＰＳ３：ＮＣ ● ● ○ ○ ○ ● 1
ＪＰＳ４：２－３ ● ● ● ○ ○ ● 2
ＪＰＳ５：１－２ ○ ○ ● ○ ○ ○ 3

ＪＰＳ６：１－２ JPS5 JPS3 JPS1

(注意)：ハンディ無線機で運用される場合は、固定無線機とＴＳＣ－２００を接続して
いるケーブルはすべて外してください。
また、ＴＳＣ－２００のＨＡＮＤＹ１／２端子は、
ハンディ無線機の持つＵＰ／ＤＯＷＮ機能等には対応していません。
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ビデオ入力機器をつなぐ

ＴＳＣ－２００とビデオ入力機器を接続します。

ビデオカメラやビデオデッキなどから映像を取り込む場合にこの接続が必要となります。
映像の取り込みをおこなわない場合は、接続の必要はありません。
ビデオ入力機器の接続には、「ビデオケーブル」を使用します。
「ビデオケーブル」は別途、お客様の方でご用意ください。

１．「ビデオケーブル」の片方のプラグを、
ビデオカメラなどの「映像出力端子」に接続します。

２．もう一方のプラグを、
ＴＳＣ－２００後面パネルの「ＶＩＤＥＯ ＩＮ」ジャックに接続します。

(注意)：ビデオ入力機器は、ＮＴＳＣの映像出力端子を装備している機器を
ご使用ください。ＲＦ端子やＳ端子のみのビデオ機器は使用できません。
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ノイズ対策を忘れずに

●パソコンを接続して発生する場合

パソコンと接続した場合、パソコンの電源が入るとノイズレベルが大きくなる
場合があります。
この場合、パソコンにつながっているモニターケーブル(パソコン側)に
フェライトフィルターを数個入れてください。

●電源からの廻り込み
パソコンと無線機の電源が近い場合、電源(ＡＣライン)からノイズが廻り込む
場合があります。
この場合、パソコンの電源ケーブルにフェライトフィルターを入れてください。

フェライトフィルター
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画像を受信する

ＳＳＴＶ画像を受信する操作について説明します。

１．本機および接続した無線機、モニターテレビの電源を入れます。
(注意)：本機に接続した無線機、モニターテレビなどの取り扱いに

関しましては、各機器の取扱説明書をご覧ください。

２．モニターテレビの「テレビ／ビデオ切替ボタン」をビデオにします。

３．無線機をＳＳＴＶが運用されている周波数・電波型式に設定します。
(参照)：「ＳＳＴＶ運用周波数について」の項を参照してください。

４．本機の受信には、自動受信と強制受信があります。
＜自動受信をする場合＞

通常、本機は自動受信動作になっています。ＳＳＴＶ信号を受信すると、

ＳＳＴＶモードを自動判別して受信を開始します。受信中は受信している
ＳＳＴＶモード番号(１～９の数字)が表示されＢＵＳＹランプが点滅します。

＜強制受信をする場合＞
(1) ＳＳＴＶモードを ▲ 、 ▼ スイッチを押して選択します。

強制受信が可能なＳＳＴＶモードは「１、２、３、４、７、８」の
６種類です。(下表参照)

モード番号 ＳＳＴＶモード 強制受信可否
１ ロボット－３６秒 ○ 可能
２ ロボット－７２秒 ○ 可能
３ スコッティ－Ｓ１ ○ 可能
４ スコッティ－Ｓ２ ○ 可能

５ ＡＶＴ－９０秒 × 不可
６ ＡＶＴ－９４秒 × 不可
７ マーチン－Ｍ１ ○ 可能
８ マーチン－Ｍ２ ○ 可能
９ 高速ＦＭ × 不可

(2) ＲＸ スイッチを押します。
・選択したＳＳＴＶモードと受信信号のＳＳＴＶモードが一致していれば

画像を受信します。
・選択したＳＳＴＶモードと受信信号のＳＳＴＶモードが一致しない場合

は、画像の受信を開始しないか、受信開始しても画像になりません。

５．受信した画像を保存する必要があれば、メモリに保存します。

(参照)：受信した画像を保存する場合は、「画像の保存(一時保存、正式保存)」
の項を参照してください。

※ ＳＳＴＶ受信を中止する場合は、 ＲＸ スイッチを押します。
受信を中止し、本機は受信待機状態になります。
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画像を取り込む（撮像）

ビデオカメラからの画像を取り込む操作について説明します。

１．接続したビデオカメラの電源を入れます。

２． ＡＣＱ スイッチを押します。

表示部に「Ｌ」が表示され、モニターテレビにビデオカメラからの映像が
映し出されます。

３．撮像したいところで、再度 ＡＣＱ スイッチを押します。
表示部に「Ａ」が表示され、ビデオカメラからの画像を取り込みます。

４．画像取り込みを終了すると、表示部に「Ｒ」が表示され受信待機状態に
なります。

５．取り込んだ画像を保存する必要があれば、メモリに保存します。
(参照)：取り込んだ画像を保存する場合は、

「画像の保存(一時保存、正式保存)」の項を参照してください。
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画像を送信する

ＳＳＴＶ画像を送信する操作について説明します。

１．無線機をＳＳＴＶが運用されている周波数・電波型式に設定します。
(参照)：「ＳＳＴＶ運用周波数について」の項を参照してください。

２．ＳＳＴＶ画像送信では、モニターテレビに表示されている画像が送信されます。
メモリに保存されている画像を送信する場合は、送信の前にメモリ保存画像を
読み出してモニターテレビに表示させる操作が必要となります。
(参照)：メモリ画像を読み出す場合は、「画像の読み出し」の項を

参照してください。

３．送信するＳＳＴＶモードを ▲ 、 ▼ スイッチを押して選択します。

(下表参照)
受信したＳＳＴＶモードと同じモードで送信する場合は、選択の必要は

ありません。

モード番号 ＳＳＴＶモード
１ ロボット－３６秒
２ ロボット－７２秒
３ スコッティ－Ｓ１
４ スコッティ－Ｓ２
５ ＡＶＴ－９０秒
６ ＡＶＴ－９４秒
７ マーチン－Ｍ１
８ マーチン－Ｍ２
９ 高速ＦＭ

４． ＴＸ スイッチを押します。
表示部に「Ｔ」が表示され、
モニターテレビの画像を選択したＳＳＴＶモードで送信します。

５．送信を終了すると、表示部に「Ｒ」が表示され受信待機状態になります。

※ ＳＳＴＶ送信を中止する場合は、 ＲＸ スイッチを押します。
送信を中止し、本機は受信待機状態になります。
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画像の保存（一時保存、正式保存）

ＳＳＴＶ画像を保存する操作について説明します。

本機は、画像記憶用に以下のメモリを装備しています。
・画像の一時保存用 ( ２画面分)
・画像の正式保存用 (２４画面分：８ページ×３セクタ)
・９分割表示画面用 ( ３画面分)

画像を正式保存する場合は、いったん一時保存メモリに保存する必要があります。

１．ＳＳＴＶ画像受信、あるいは撮像をおこないモニターテレビに画像を表示します。

２． ＳＡＶＥ スイッチを押します。

現在のモニターテレビの映像を一時保存メモリに記憶します。
保存できる画面数は最大２画面分で、最新の２画面分が記憶されます。
一時保存中は、表示部に「Ｓ」が表示されます。

３．一時保存した画像を正式保存する場合は、 ＳＴＯＲ スイッチを押します。
９分割表示画面がモニターテレビに表示されます。
画面中央に一時保存メモリに記憶した画像が表示されます。
「２．」の操作で、２画面分を一時保存した場合は、
新しい画像を先に表示します。

４． ▲ 、 ▼ スイッチを押して、保存ページ番号(１～８)を選択します。
正式保存メモリは全部で２４ページ(８ページ×３セクタ)ありますが
一度に表示できるのは８ページ分だけです。
次のセクタに進む場合は、 ▲ スイッチを１秒以上押しつづけます。
前のセクタに戻る場合は、 ▼ スイッチを１秒以上押しつづけます。
表示部は、選択しているセクタを認識できるように以下の表示となります。

セクタ１の３ページ セクタ２の４ページ セクタ３の５ページ
を選択している場合 を選択している場合 を選択している場合

５．正式保存するページを選択したら、 ＳＴＯＲ スイッチをもう１回押します。
選択したページに正式保存します。

６．「２．」の操作で２画面分を一時保存した場合は、もう１つの画面が中央に表示
されます。以降は、「４．」、「５．」の操作手順で正式保存します。

正式保存が終了すると、「Ｒ」が表示され本機は受信待機状態になります。

※ 正式保存を中止する場合は、 ＲＸ スイッチを押します。
正式保存を中止し、本機は受信待機状態になります。
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画像の読み出し

正式保存メモリから画像を読み出す操作について説明します。

１．正式保存メモリから画像を読み出す場合は、 ＲＣＡＬ スイッチを押します。

９分割表示画面がモニターテレビに表示されます。
画面中央は灰色画像が表示されます。

２． ▲ 、 ▼ スイッチを押して、正式保存ページ番号(１～８)を選択します。
正式保存メモリは全部で２４ページ分ありますが
一度に表示できるのは８ページ分だけです。
次のセクタに進む場合は、 ▲ スイッチを１秒以上押しつづけます。
前のセクタに戻る場合は、 ▼ スイッチを１秒以上押しつづけます。
表示部は、選択しているセクタを認識できるように以下の表示となります。

セクタ１の３ページ セクタ２の４ページ セクタ３の５ページ
を選択している場合 を選択している場合 を選択している場合

３．読み出すページを選択したら、 ＲＣＡＬ スイッチをもう１回押します。
選択したページの画像がモニターテレビに表示されます。
正式保存されていない(未登録)ページを選択して ＲＣＡＬ スイッチを
押した場合は、画像読み出しを中止し、本機は受信待機状態になります。

※ 画像読み出しを中止する場合は、 ＲＸ スイッチを押します。
画像読み出しを中止し、本機は受信待機状態になります。
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ＳＳＴＶモードについて

本機で運用できるＳＳＴＶモードは９種類です。 ▲ 、 ▼ スイッチで選択します。

番号 ＳＳＴＶモード 規格・特長
１ ロボット－３６秒 ・ロボットカラー３６秒モードと互換のモードです。

・カラー静止画像を３６秒で送信します。
・フォーマットは色の垂直解像度が７２秒モードの半分

で２４０ラインです。
・通信時間が短いので、主に国内のＳＳＴＶの

ＣＱ画像送信にこのモードが使われています。
２ ロボット－７２秒 ・ロボットカラー７２秒モードと互換のモードです。

・カラー静止画像を７２秒で送信します。
・フォーマットはＹ色差の２４０ラインです。
・通常のコンディションでは、国内のＳＳＴＶの標準

モードとして使われています。３６秒モードと比べ、
より鮮明な画像を送ることができます。

３ スコッティ－Ｓ１ ・スコッティモードのＳ１と互換のモードです。
・フォーマットはＲＧＢ送信です。

４ スコッティ－Ｓ２ ・スコッティモードのＳ２と互換のモードです。
・フォーマットはＲＧＢ送信です。
・スコッティモードのＳ１より短い送信時間です。

５ ＡＶＴ－９０秒 ・ＡＶＴモードの９０秒モードと互換のモードです。
・カラー静止画を９０秒で送信します。
・フォーマットはＲＧＢ送信で２４０ラインです。
・独立同期方式を採用していますのでノイズに強いこと

が特徴です。
６ ＡＶＴ－９４秒 ・ＡＶＴモードの９４秒モードと互換のモードです。

・カラー静止画を９４秒で送信します。
・フォーマットはＲＧＢ送信で２００ラインです。
・水平解像度は、ＡＶＴ－９０秒モードの２倍です。
・受信画面の下側４０ライン分は表示されません。

７ マーチン－Ｍ１ ・マーチンモードのＭ１と互換のモードです。
・フォーマットはＲＧＢ送信です。

８ マーチン－Ｍ２ ・マーチンモードのＭ２と互換のモードです。
・フォーマットはＲＧＢ送信です。
・マーチンモードのＭ１より短い送信時間です。

９ 高速ＦＭ ・ＫＥＮＷＯＯＤ社のハンディ画像端末「ＶＣ－Ｈ１」
に搭載されている高速に伝送するモードです。

・送信時間は、約１４秒です。
・高速(９６００ｂｐｓ)対応の無線機で使用できます。

※高速対応無線機でも使用できない場合があります。
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ステータス表示について

本機前面パネルの表示部に、現在の状態を表示します。

表示値と意味は下記のとおりです。

表示値 意 味
・生(ライブ)映像取り込み中

(注意)：この表示中は、スイッチ動作はできません。

・生(ライブ)映像撮影中

・メモリ書き込み中、メモリ読み出し中
(注意)：この表示中は、スイッチ動作はできません。

・ＳＳＴＶ受信待機中

・画像を一時保存メモリへ保存中
(注意)：この表示中は、スイッチ動作はできません。

・ＳＳＴＶ送信中

・ＳＳＴＶ送信モード選択中
～ ・数値は、ＳＳＴＶ送信モードを表します。

・ＳＳＴＶ受信中

～ ・数値は、ＳＳＴＶ受信モードを表します。
・受信中は、ＢＵＳＹランプ(数字の右下位置)が点滅します。
・正式保存メモリのセクタ１内ページ番号選択中

～

・正式保存メモリのセクタ２内ページ番号選択中
～

・正式保存メモリのセクタ３内ページ番号選択中
～

・パネルスイッチによる各種設定中

・リセット中
(注意)：この表示中は、スイッチ動作はできません。
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相手のコールサインの登録

相手のコールサインを登録する操作について説明します。

相手のコールサインは最大１０文字まで登録ができます。

１． ▲ と ＳＴＯＲ 両方のスイッチを同時に押します。

すでに相手のコールサインが登録されていれば、画面にコールサインが
表示されます。登録されていない場合は初期登録文字が表示されます。

２． ＴＸ 、 ＡＣＱ スイッチを押して、
文字位置(１０文字の内、何番目の文字を登録するか)を指定します。
最初は１文字目が指定されています。
ＴＸ スイッチを押す度に、

２文字目→３文字目→・・・１０文字目→１文字目と指定文字位置が移動します。
ＡＣＱ スイッチを押す度に、

１０文字目→９文字目→・・・１文字目→１０文字目と指定文字位置が移動します。

３． ▲ 、 ▼ スイッチを押して、指定文字位置に登録する文字を選択します。
登録できる文字は、「大文字の英字」、「数字」、「／」、「 」(スペース)です。

４．上記「２．」、「３．」の操作を繰り替えして、
相手のコールサインを完成させます。

５． ＳＡＶＥ スイッチを押します。
相手のコールサインをメモリに記憶し、その内容を表示画面にスーパーインポーズ
します。

※ 相手のコールサインの登録を中止する場合は、 ＲＸ スイッチを押します。

(注意)：本機が以下の状態のときは、相手のコールサインの登録はできません。
・ＳＳＴＶ送信中
・ＳＳＴＶ受信中
・メモリ操作中(一時保存、正式保存、画像読み出し)
・生映像撮影中
・生映像取り込み中
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ＲＳＶレポートの登録

ＲＳＶレポートを登録する操作について説明します。

ＲＳＶレポートは最大７文字まで登録ができます。

１． ▼ と ＲＣＡＬ 両方のスイッチを同時に押します。

ＲＳＶレポートが登録されていれば、画面にＲＳＶレポートが
表示されます。登録されていない場合は初期登録文字が表示されます。

２． ＴＸ 、 ＡＣＱ スイッチを押して、
文字位置(７文字の内、何番目の文字を登録するか)を指定します。
最初は１文字目が指定されています。
ＴＸ スイッチを押す度に、

２文字目→３文字目→・・・７文字目→１文字目と指定文字位置が移動します。
ＡＣＱ スイッチを押す度に、

７文字目→６文字目→・・・１文字目→７文字目と指定文字位置が移動します。

３． ▲ 、 ▼ スイッチを押して、指定文字位置に登録する文字を選択します。
登録できる文字は、「数字」と「 」(スペース)です。

４．上記「２．」、「３．」の操作を繰り替えして、
ＲＳＶレポートを完成させます。

５． ＳＡＶＥ スイッチを押します。
ＲＳＶレポートをメモリに記憶し、その内容を表示画面にスーパーインポーズ
します。

※ ＲＳＶレポートの登録を中止する場合は、 ＲＸ スイッチを押します。

(注意)：本機が以下の状態のときは、ＲＳＶレポートの登録はできません。
・ＳＳＴＶ送信中
・ＳＳＴＶ受信中
・メモリ操作中(一時保存、正式保存、画像読み出し)
・生映像撮影中
・生映像取り込み中
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自分のコールサインの登録

自分のコールサインを登録する操作について説明します。

自分のコールサインは最大８文字まで登録ができます。

１．本機の電源を切ります。

２． ＲＣＡＬ と ＡＣＱ 両方のスイッチを同時に押しながら電源を入れます。

すでに自分のコールサインが登録されていれば、画面にコールサインが
表示されます。登録されていない場合は初期登録文字が表示されます。

３． ＴＸ 、 ＡＣＱ スイッチを押して、
文字位置(８文字の内、何番目の文字を登録するか)を指定します。
最初は１文字目が指定されています。
ＴＸ スイッチを押す度に、

２文字目→３文字目→・・・８文字目→１文字目と指定文字位置が移動します。
ＡＣＱ スイッチを押す度に、

８文字目→７文字目→・・・１文字目→８文字目と指定文字位置が移動します。

４． ▲ 、 ▼ スイッチを押して、指定文字位置に登録する文字を選択します。
登録できる文字は、「大文字の英字」、「数字」、「／」、「 」(スペース)です。

５．上記「３．」、「４．」の操作を繰り替えして、
自分のコールサインを完成させます。

６． ＳＡＶＥ スイッチを押します。
自分のコールサインをメモリに記憶します。

※ 自分のコールサイン登録を中止する場合は、 ＲＸ スイッチを押します。
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自分のコールサイン自動挿入の設定

本機には、登録した自分のコールサインを、ＳＳＴＶ送信時に画面へ自動挿入する

機能があります。初期設定は自動挿入許可(ＯＮ)にセットされています。
自動挿入禁止(ＯＦＦ)でも、 ＲＣＡＬ と ＡＣＱ 両方のスイッチを同時に押すと、

登録されている自分のコールサインを画面に表示することができます。
ここでは、コールサイン自動挿入の許可(ＯＮ)／禁止(ＯＦＦ)の設定方法について
説明します。

１．本機の電源を切ります。

２． ＲＣＡＬ スイッチを押しながら電源を入れます。
画面に現在の設定状態が表示されます。

・「ＣＡＬＬ－－ＯＮ」：自分のコールサイン自動挿入許可(初期設定)

・「ＣＡＬＬ－ＯＦＦ」：自分のコールサイン自動挿入禁止

３． ▲ 、 ▼ スイッチを押す度に、「ＯＦＦ」→「ＯＮ」→「ＯＦＦ」と
表示が切り替ります。
自分のコールサイン自動挿入を許可する場合は「ＯＮ」の表示に、
自分のコールサイン自動挿入を禁止する場合は「ＯＦＦ」の表示にします。

４． ＳＡＶＥ スイッチを押します。
設定(許可／禁止)をメモリに記憶します。

※ 自分のコールサイン自動挿入の設定を中止する場合は、

ＲＸ スイッチを押します。
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ボーレートの設定

本機には、コンピュータと通信するためのシリアリインターフェイスが装備されて

います。このシリアルインターフェイスのボーレート(通信速度)を以下の４種類から
選択することができます。

・９６００［ｂｐｓ］
・ ３８ｋ［ｂｐｓ］
・ ７６ｋ［ｂｐｓ］
・１１５ｋ［ｂｐｓ］(初期設定)

ここでは、ボーレートの設定方法について説明します。

１．本機の電源を切ります。

２． ＡＣＱ スイッチを押しながら電源を入れます。

画面に、現在選択されているボーレートが表示されます。

・「ＢＡＵ－１１５Ｋ」：ボーレート１１５Ｋ［ｂｐｓ］の場合の表示

３． ▲ 、 ▼ スイッチを押す度に、画面のボーレート表示が切り替ります。
画面表示を、設定したいボーレート値にします。

４． ＳＡＶＥ スイッチを押します。
画面表示されているボーレート値をメモリに記憶します。

※ ボーレート設定を中止する場合は、 ＲＸ スイッチを押します。
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リピート認識符号付加の設定

本機には、ＳＳＴＶ送信時にリピート認識符号を付加する機能があります。

リピート認識符号は送信の最後に付加されます。この認識符号を受信側が判断して
リピート動作をおこないます。この場合受信側はリピートモード(認識符号判断による
リピート動作モード)で動作していなければなりません。
この機能がご使用いただけるのは、現在(１９９８年４月)のところ、
本機(ＴＳＣ－２００)のみです。
初期設定はリピート認識符号付加禁止(ＯＦＦ)にセットされています。
ここでは、リピート認識符号付加の許可(ＯＮ)／禁止(ＯＦＦ)の設定方法について
説明します。

１．本機の電源を切ります。

２． ＳＴＯＲ スイッチを押しながら電源を入れます。

画面に現在の設定状態が表示されます。

・「Ｒ／ＩＤ－－ＯＮ」：リピート認識符号付加許可
・「Ｒ／ＩＤ－ＯＦＦ」：リピート認識符号付加禁止(初期設定)

３． ▲ 、 ▼ スイッチを押す度に、「ＯＦＦ」→「ＯＮ」→「ＯＦＦ」と
表示が切り替ります。
リピート認識符号付加を許可する場合は「ＯＮ」の表示に、
リピート認識符号付加を禁止する場合は「ＯＦＦ」の表示にします。

４． ＳＡＶＥ スイッチを押します。
設定(許可／禁止)をメモリに記憶します。

※ リピート認識符号付加の設定を中止する場合は、 ＲＸ スイッチを押します。
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リピート動作の設定

本機には、ＳＳＴＶ受信信号のリピート認識符号を判断して、リピート動作をおこなう

機能があります。
この機能がご使用いただけるのは、現在(１９９８年４月)のところ、
本機(ＴＳＣ－２００)のみです。
ここでは、リピート動作の設定方法について説明します。

＜スイッチによる設定＞

１．本機の電源を切ります。

２． ＴＸ 、 ＲＸ 両方のスイッチを押しながら電源を入れます。

これで、認識符号判断によるリピート動作をおこないます。

・「ＲＥＰＥ－－ＯＮ」： ＴＸ 、 ＲＸ スイッチを押している間は
左記のメッセージが画面に表示されます。

※ リピート動作を解除する場合は、本機の電源を切り、再び電源を入れます。

＜ジャンパーによる設定＞

常にリピート動作で運用したい場合は、以下の設定をおこないます。

１．本機の電源を切ります。

２．本機内部のジャンパーピン「ＲＥＰＥＡＴ」をソケットでショートします。
ジャンパーピン「ＲＥＰＥＡＴ」の機能は、以下のとおりです。

オープン(開放)：通常動作(初期設定)
ショート(短絡)：リピート動作

３．本機の電源を入れます。
電源投入から１秒間は以下のメッセージが表示され、
その後、認識符号判断によるリピート動作をおこないます。

・「ＲＥＰＥ－－ＯＮ」：リピート動作のメッセージ

※ 本機内部ジャンパーピンによって設定したリピート動作を解除する場合は、

本機の電源を切り、内部ジャンパーピン「ＲＥＰＥＡＴ」の設定を
オープン(通常動作)にしてから再び電源を入れます。
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連続送信動作（撮像＋送信）の設定

本機には、「撮像」→「送信」を連続しておこなう連続送信機能があります。

連続送信動作では、「撮像＋送信＋３分間待機」の動作を連続しておこないます。
ここでは、連続送信動作の設定方法について説明します。

１．本機の電源を切ります。

２． ＴＸ スイッチを押しながら電源を入れます。

「撮像＋送信＋３分間待機」の動作を連続しておこないます。

・「Ａ／ＴＸ－－ＯＮ」： ＴＸ スイッチを押している間は
左記のメッセージが画面に表示されます。

撮像
↓

送信
↓

３分間待機

※ 待機中に、 ▲ 、 ▼ スイッチによりＳＳＴＶ送信モードの選択ができます。

※ 待機時間は、コンピュータからのコマンドによって変更ができます。
(この場合は、「ＴＳＣコントロールソフト」が別途必要です。)

※ 連続送信動作を解除する場合は、本機の電源を切り、再び電源を入れます。
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連続受信動作（自動受信＋保存）の設定

本機には、「自動受信」→「保存」を連続しておこなう連続受信機能があります。

連続受信動作では、「自動受信＋保存」の動作を連続しておこないます。
自動受信した画像を、２４ページある正式保存メモリの１ページ目から順番に保存
していきます。２４ページまで保存すると、また１ページ目から保存していきます。
ここでは、連続受信動作の設定方法について説明します。

１．本機の電源を切ります。

２． ＲＸ スイッチを押しながら電源を入れます。

「自動受信＋保存」の動作を連続しておこないます。

・「Ａ／ＲＸ－－ＯＮ」： スイッチを押している間はＲＸ
左記のメッセージが画面に表示されます。

自動受信
↓

保存

※ 連続受信動作を解除する場合は、本機の電源を切り、再び電源を入れます。
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リセット

本機は、リチウム電池(ＣＲ２０３２)によりメモリのバックアップをおこなっています。

本機の電源がオフしている時間の合計が１年、または使用期間３年をめどに交換して
ください。電池消耗してくるとメモリバックアップが不安定になる場合があります。
また、長期間放置しますと液もれを起こす場合がありますので、速やかに交換して
ください。
電池を交換した場合は、必ず以下のリセット操作を行ってください。
また、設定値を工場出荷時の設定に戻す場合も以下のリセット操作を行ってください。

(注意)：リセット操作をおこなうと、メモリに記憶されている画像も消去されます。

１．本機の電源を切ります。

２． ▲ と ▼ スイッチ両方を押しながら、電源を入れます。

リセット中は、表示部に「＊」が表示されます。
リセットが終了すると「Ｒ」が表示されます。
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「故障かな？」と思ったら

症状 考えられる原因 対処のしかた 参照

ページ

電源が入らない ＤＣ赤黒ケーブルは ＤＣ赤黒ケーブルのプラグをしっか １０
本機と安定化電源に りと本機のＤＣ１２Ｖジャックに差
正しく接続されてい し込んでください。また、ＤＣ赤黒
ますか？ ケーブルを安定化電源のターミナル

に確実に接続してください。
安定化電源の電圧は 安定化電源の電圧を１２Ｖに調整し
１２Ｖですか？ てください。

受信画像や取り 本機の電源が入って ＰＯＷＥＲスイッチをＯＮ(上向き)
込み画像がモニ いますか？ にしてください。
ターテレビに表 本機とモニターテレ 「モニターテレビをつなぐ」を参照 １１
示されない ビが正しく接続され して、正しく接続されているか確認

ていますか？ してください。

モニターテレビの入 モニターテレビの[テレビ／ビデオ]
力切替えは[ビデオ] 切り替えボタンを押して［ビデオ］
になっていますか？ に切り替えてください。

自動受信ができ 本機の内蔵スピーカ 無線機の音量ボリュームを徐々に右 １２
ない ーから受信音が聞こ に回して、本機内蔵スピーカから受 ↓

えますか？ 信音が聞こえるように調整してくだ ２２
さい。右に回しても受信音が聞こえ
ない場合は、受信信号が本機へ入力
されていません。
「無線機をつなぐ」の項を参照して
正しく接続されているか、また内部
のジャンパーピンの設定は正しいか

確認してください。
本機の表示部に 本機が、自動受信できる状態の時は ２５
「Ｒ」が表示されて 表示部に「Ｒ」が表示されます。
いますか？ この表示以外の場合は、 ＲＸ ス

イッチを押すか、電源をいったんオ
フして再び電源をオンし、「Ｒ」の
表示にします。

周波数の同調はとれ 本機のＡＦＣ機能で±１５０Ｈｚ程
ていますか？ 度は補正することができますが、そ

れ以上ズレている場合は無線機側で
同調をとってください。

受信信号にひどくノ ある程度のノイズであれば画像自体
イズが入っていませ にノイズが入る程度ですが、ノイズ

んか？ がひどすぎる場合には、ヘッダー信
号自体がとれなくなり、自動受信は
起動されません。
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症状 考えられる原因 対処のしかた 参照
ページ

受信画像が流れ 周波数の同調はとれ 本機のＡＦＣ機能で±１５０Ｈｚ程
てしまう。 ていますか？ 度は補正することができますが、そ

れ以上ズレている場合は無線機側で
同調をとってください。

受信信号にひどくノ ある程度のノイズであれば画像自体
イズが入っていませ にノイズが入る程度ですが、ノイズ
んか？ がひどすぎる場合には、同期信号自

体がとれなくなり、受信画像が流れ
てしまう場合があります。

ＳＳＴＶ受信モード ＡＶＴモードは、送信側と受信側の
はＡＶＴモードです 機器それぞれのもつクロックで、送

か？ 信、受信をおこなっています。この
ためどちらかのクロックがずれてい
れば、受信画面が流れてしまうこと
があります。

画像の取り込み 本機と画像入力機器 「ビデオ入力機器をつなぐ」を参照 ２３
ができない が正しく接続されて して、正しく接続されているか確認

いますか？ してください。

ビデオカメラからの ビデオカメラの機種によっては、
取り込みですか？ 入出力端子が兼用になっていて、入

力と出力をスイッチで切り替える必
要のあるものがあります。この場合
は出力側に切り替えてください。

ビデオデッキのチュ チューナーの受信状態が悪く画像が
ーナーからの取り込 乱れていると、正常な取り込みがで
みですか？ きない場合があります。受信状態を

改善してください。
ビデオテープからの テープの劣化やトラッキングのズレ
取り込みですか？ が原因で、画像が乱れ正常な取り込

みができない場合があります。ビデ
オ側の操作で画像を改善するか、他
のテープをご使用ください。

本機を接続して アンテナのマッチン マッチングが悪いと不必要な信号ま
電源を入れると グは正常でしょうか で拾う原因になります。アンテナの
ノイズが出て音 ？ マッチングがとれているか確認して
声や画像の受信 ください。

ができなくなる ケーブル類のノイズ 接続されているケーブル類にフェラ ２４
対策は施されていま イトフィルターなどを入れて、ケー
すか？ ブル類からの輻射ノイズを取り除い

てください。
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保証書とアフターサービス

アンケートハガキ兼保証書

この製品には保証書が添付されていますので、必ず「お買い上げ日」、「販売店名」
などの記入をお確かめの上、販売店よりお受け取りください。
保証期間は、お買い上げ日より６ヶ月間です。
当社は、ユーザーサポートや、内部ソフトのアップグレードなどの管理をアンケート
ハガキをもとにおこなっています。バージョンアップの内容やその他いろいろな情報
の通知に必要となりますので、必要事項を記入の上、必ずご返送ください。

アフターサービス

● 修理を依頼される前に、まずチェックを
本書の「故障かな？と思ったら」の項を参照していただき、故障かどうか調べて
ください。

● 修理を依頼されるときは
お買い上げいただいた販売店、または下記「サービス課」にご相談ください。

● 保証期間中の修理
保証書の規定に基づいて修理させていただきます。

● 保証期間が経過しているときの修理

修理によって使用できる場合は、ご要望により有料で修理させていただきます。

(お願い)：修理を依頼されるときは、かならずＴＳＣ－２００本体とともに、
付属品一式をご送付くださいますようお願いいたします。
また、保証期間中の修理には必ず保証書を添付してください。

修理品の送り先は下記まで

〒４４６－００５１
愛知県安城市箕輪町新芳畔２０７
タスコ電機株式会社 サービス

お電話、ＦＡＸによるお問い合わせは下記まで

ＴＥＬ：０３－３８０１－４５４９
ＦＡＸ：０３－３８０１－４４４０
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仕様

ビデオ入力 ＮＴＳＣ サンプリング４ｆｓｃ

ビデオ出力 ＮＴＳＣ ７５Ω １Ｖｐ－ｐ
ＳＳＴＶ入力 ０ｄＢｓ－１ｄＢ／０ｄＢｓ－１０ｄＢ (切り替え)
ＳＳＴＶ出力 ０ｄＢｓ(＋９ｄＢｓ可能)／２Ｖｐ－ｐ (切り替え)
ＳＳＴＶモード ・ロボット互換 カラー２モード(３６秒／７２秒)

・スコッティ互換 ２モード(Ｓ１／Ｓ２)
・ＡＶＴ互換 ２モード(９０秒／９４秒)
・マーチン互換 ２モード(Ｍ１／Ｍ２）
・高速ＦＭ １モード(ＫＥＮＷＯＯＤ社方式)

インターフェイス ・ＭＩＣ－Ｆ(メタル８ピンコネクタ、マイクロフォン接続用)
・ＭＩＣ－Ｒ(メタル８ピンコネクタ、固定無線機接続用)
・ＳＰＩＮ(φ３.５モノラル、固定無線機接続用)
・ＳＰＯＵＴ(φ３.５モノラル、外部スピーカ接続用)
・ＨＡＮＤＹ１(φ２.５ステレオ、ハンディ無線機接続用)

・ＨＡＮＤＹ２(φ３.５ステレオ、ハンディ無線機接続用)
・ＶＩＤＥＯＩＮ(ＲＣＡコネクタ、ビデオカメラ接続用)
・ＶＩＤＥＯＯＵＴ(ＲＣＡコネクタ、モニターテレビ接続用)
・ＣＯＭ(Ｄｓｈｅｌｌ－９ピンオスインチ、ＰＣ接続用)
・ＤＣＩＮ(ＥＩＡＪ－ＴＹＰＥ４、電源接続用)

スイッチ ・ＰＯＷＥＲ(レバースイッチ、電源オン／オフ操作用）
・▲(タクトスイッチ、モード選択／メモリページ選択用)
・▼(タクトスイッチ、モード選択／メモリページ選択用)
・ＳＡＶＥ(タクトスイッチ、画像の一時保存操作用)
・ＳＴＯＲ(タクトスイッチ、画像の正式保存操作用)
・ＲＣＡＬ(タクトスイッチ、画像の読み出し操作用)
・ＴＸ(タクトスイッチ、送信操作用)

・ＲＸ(タクトスイッチ、受信操作用)
・ＡＣＱ(タクトスイッチ、生映像撮影／撮像操作用)

表示 １６セグメントＬＥＤ(状態表示用)
内蔵スピーカ インピーダンス８Ω、最大出力０.５Ｗ
プロセッサ ＨＤ６４７７０２１ＴＥ２０、１４.３１８１８ＭＨｚ動作
メモリ ８メガビット(画像メモリ２４ページ)
バックアップ リチウム電池(ＣＲ２０３２)、保持期間約１年間(電源オフ)
電源電圧 １１ ～ １６Ｖｄｃ
消費電流 最大５００ｍＡ(電源電圧１２Ｖｄｃ時)
動作温度 ０ ～ ４５℃
外形寸法 ２１０×１５０×５０ｍｍ(突起物は含まず)
重量 約 １２００ｇ
付属品 ・ＤＣ赤黒電源ケーブル ×１ ・メタル８ピンプラグ ×１

・ビデオケーブル ×１ ・取扱説明書 ×１
・モノラルプラグケーブル ×１ ・アンケートハガキ
・マイクケーブル ×１ 兼保証書 ×１
・ハンディケーブル ×１

※ 仕様および規格などは製品の性能向上のため、予告なく変更される場合があります。
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接続端子のピン配置

本機の主要接続端子のピン配置について明記します。

ＣＯＭ(後面パネル)

パネル面から見た図です。

１番：オープン
２番：ＲＸＤ(入力)
３番：ＴＸＤ(出力)
４番：ＤＴＲ
５番：ＧＮＤ
６番：ＤＳＲ

７番：ＲＴＳ(出力)
８番：ＣＴＳ(入力)
９番：オープン

(注意１)：入出力は本機側からみた場合です。
(注意２)：４番と６番は本機内部でショート

してあります。
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免許申請について

ＳＳＴＶ通信を運用するには、事前に免許(変更)申請をおこなう必要があります。

申請内容は、ＳＳＴＶ通信に関する指定事項の変更を受けなければなりません。

工事設計書の周波数帯の項に「Ｆ５」を追加します。
・ＳＳＢ送信機の場合：３Ｆ５
・ＦＭ 送信機の場合： Ｆ５

免許申請(変更)の記入方法

マイク

○ 送信機
○

○ (認定登録番号)
付属装置

ＴＳＣ－２００

高速ＦＭモード以外で運用する場合

付加装置の名称： ＳＳＴＶ装置

方式 ： 副搬送波周波数変調方式
最高映像周波数： ８５０Ｈｚ
副搬送波周波数： 白 ２３００Ｈｚ

黒 １５００Ｈｚ
同期１２００Ｈｚ

最大周波数偏移： ±５５０Ｈｚ

高速ＦＭモードで運用する場合

付加装置の名称： ＳＳＴＶ装置
方式 ： 副搬送波周波数変調方式
最高映像周波数： ３２００Ｈｚ

副搬送波周波数： 白 ４４００Ｈｚ
黒 ２８００Ｈｚ
同期１２００Ｈｚ

最大周波数偏移： ±８００Ｈｚ
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ＳＳＴＶの運用周波数について

ＳＳＴＶの運用は、バンドプランの中の画像(ＡＭ／画像、ＦＭ／データ・画像)、

および全電波形式の範囲でおこなわれています。
Ｖ／ＵＨＦでは、地域によって多少の違い(特にＦＭモード）がありますが、
ＨＦではメイン周波数の付近でよく運用されています。

周波数帯 運用周波数[MHz] メイン周波数[MHz] モード
３.５ MHz帯 ３.５２５ ～ ３.５７５ ３.５２８ ＳＳＢ
３.８ MHz帯 ３.７９１ ～ ３.８０５ ＳＳＢ

７ MHz帯 ７.０３０ ～ ７.１００ ７.０３３ ＳＳＢ
１４ MHz帯 １４.１００ ～ １４.３５０ １４.２３０ ＳＳＢ

１４.２８０
１８ MHz帯 １８.１１０ ～ １８.１６８ １８.１６０ ＳＳＢ
２１ MHz帯 ２１.１５０ ～ ２１.４５０ ２１.３４０ ＳＳＢ

２４ MHz帯 ２４.９３０ ～ ２４.９９０ ２４.９８０ ＳＳＢ
２８ MHz帯 ２８.２００ ～ ２９.０００ ２８.６８０ ＳＳＢ

２９.０００ ～ ２９.３００ ＦＭ
５０ MHz帯 ５０.１００ ～ ５１.０００ ５０.３００ ＳＳＢ

５２.０００ ～ ５２.５００ ＳＳＢ
５１.０００ ～ ５２.０００ ＦＭ

１４４ MHz帯 １４４.１００ ～ １４４.５００ ＳＳＢ
１４４.７００ ～ １４５.６５０ ＦＭ

４３０ MHz帯 ４３０.１００ ～ ４３０.８００ ＳＳＢ
４３１.４００ ～ ４３１.９００ ＦＭ
４３２.１００ ～ ４３４.０００ ＦＭ

１２００ １２９４.００ ～ １２９４.５０ ＳＳＢ

MHz帯 １２９４.６０ ～ １２９５.８０ ＦＭ

※ ＳＳＴＶ運用に際しては、運用のガイドラインが
ＪＡＳＴＡ(日本アマチュアＳＳＴＶ協会)より示されています。
詳しくは、ＪＡＳＴＡのインターネットホームページをご覧ください。


